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「先導的研究者体験プログラム」に期待する
　昨年度から全学群の 1 年生～ 3 年生の学生のみなさんが、この「先導的研究者
体験プログラム」(ARE) に参加できるようになりました。ARE は、研究志向を持つ
学生の意欲・能力をさらに伸ばし、特に学生が自発的に学ぶ力をつけ、創造的で将
来稀有な人材を育成することを目的として、学生の自発的な研究活動を支援してい
ます。
　筑波大学は、40 年前の開学時から、旧い大学が１～ 2年生の教養部と3～ 4 年
生の専門の学部に分かれていたことに対し、1 年～ 4 年まで一貫して専門の科目が
漸増するくさび形のカリキュラムを採用しました。これは今日ではほとんどの日本の
大学が採用しています。このことからも、筑波大学は新しい大学の教育を先導する
立場にあると考えて良いでしょう。
　さて、最近は高校でも課題研究などが行なわれ、中には優れた研究成果をあげて
いる高校生も出てきています。みなさんも、高校では特に何かの課題研究をしなか
ったとしても、おそらく大学に入ったら「こういうことをやろう」と思って筑波大学に
入ってきたのではないでしょうか。しかし、筑波大学のくさび形カリキュラムにおい
ても、1 年生からの授業では、通常は基礎的な科目など、一見学びたかったことと
直接に関係しないことを勉強しなさいと言われて意欲をそがれることもあるのではな
いかと思います。けれども、幸いこの ARE に採択されれば、自分がやりたいと思っ
ていたことが、多少の補助を頂きながら研究できます。
　ARE に「研究計画書」を提出して採択されれば、いよいよ研究者の卵としてのス
タートです。そして研究成果を発表するときにはヤングスターになっていると思いま
す。その後も頑張っていただいて、リトルチャンピオンからグレートチャンピオンに
なるように目指してほしいと思います。そのためには10年、20年、30年と非常に
先は長いですけれども、楽しくやってほしいと思います。そうすれば、リトルチャン
ピオンからグレートチャンピオンになると思います。頑張れと言うのは当たり前なの
で、それだけではなくて、そういうつもりでやってほしいと思います。
　グレートチャンピオンになるには、幾つかの経験から言って、最初は非常に狭い研
究テーマで始めても、また途中で行き詰まったりすることがあっても、他の人に聞く
とか、他の領域のものを見たり、聞いたりすることが非常に重要だと思います。幸
い筑波大学は、他の大学に比べて学部の壁が低いですから、他の専攻の人に聞きに
行くとか、単位と関係なく端っこに座ったりすることは非常に有効だと思います。
ARE では異分野の学生との合同の研究発表会や「交流セミナー」を開催して、み
なさんの視野が広がるよう応援しています。
　ARE は、大学院での本格的な研究生活にもつながるプログラムです。研究に関
心をもつ多くの学生の参加を期待しています。

筑波大学副学長
阿江通良

●自主的研究の支援
 
●早期研究室配属 

●学会発表の支援

●論文投稿の支援
 
●交流セミナーの実施 

●授業「研究者入門」

テーマ探し

研究費の獲得（科研費等へ応募）

研究活動

学会発表　論文発表

より高額の研究費獲得

テーマ探し

プログラムへ応募

研究活動（早期研究室配属）

研究発表会

さらにレベルの高い申請へ

先導的研究者体験
プログラムの支援

研究者生活の流れ 先導的研究者
体験プログラムの流れ
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探求力
自主的な研究の支援

求力
研究の支援

研究者に必要な３つの能力を鍛える支援

サイエンス・インカレでの発表支援
　ある一定レベルの研究成果が得られた学生には文部科学省主催の科学コンテスト「サイエンス・インカレ」への応募を推奨します。
応募予定の学生には、申請書類の書き方やプレゼンテーション等の指導を行います。詳しくは、サイエンス・インカレの WEB サイ
ト（http://www.science-i.jp/）をご覧ください。

国内・国際学会発表支援
　学会発表ができるレベルの研究成果が得られた学生には、学会等への発表を行うことを推奨し、参加に掛かる経費を支援します。
また、研究者が熱心に発表、討論する姿に触れて自分の発表の参考にしたい学生には、発表を伴わない学会等への参加に掛かる経
費も支援します。希望する学生には、口頭発表の指導も行いますのでご相談ください。

研究交流室での支援
　参加学生の自発的な活動を支援するために、研究交流室（3B205）を定め、学生が相互に興味や関心について語り合える場
とします。研究交流室には、採択された学生が自由に使えるコンピューター、プロジェクター、プリンター等を完備しています。

コミュニケーション力
交流セミナーの実施

表現力
研究発表会の実施

　研究活動を行いたい全学群の 1 ～ 3 年生（編入生も可）に対して、研究
者が科学研究費補助金（研究費）と同じように、研究のレベルに応じて
研究費の額に区分を設け、学生に研究計画書の申請をしてもらいま
す。審査を受けて採択され、アドバイザ教員の認可が得られ
れば、学生を早期に研究室配属させ、4 年生や大学院
生のような研究活動ができる体制になっていま
す。このプログラムでは、研究者生活を実
体験させるだけでなく、自分自身で見つけ
た研究課題を試行錯誤しながら研究を遂行
し、物事を探求する力を習得してもらいま
す。それに加えて、研究業績・研究成果に
応じて、レベルの高い申請ができますので、
自分自身のレベルアップにもつなげられま
す。研究終了後は、研究成果報告
書を提出してもらい、成果の
審査を行います。

その他の支援

　参加者全員が研究成果の報告を行う研究発表会を開催します。この研究発
表会では、自ら発見したことや創造したことを人に伝えることの喜びと難しさ
を体得することで表現力を身につけてもらいます。全ての発表者が互いの研
究内容を知ることができるよう、ポスターセッションを設けています。研究意
欲の向上や異分野の方に研究内容を伝える力を伸ばすために、優れた発表を
した学生には賞を授与します。研究発表会は学内外に公開し、どなたでも参
加できます。毎回、外部評価委員の先生方に学生の研究発表を評価して頂い
ています。

　参加学生がより確固とした目標を持ち、研究者生活をより
明確にイメージしてもらうために、研究者、企業家、個人事
業主や大学院生などを招いて、研究体験談や研究の話を聞き、
講演者と交流するセミナー（交流セミナー）を実施します。
このセミナーで異分野の参加学生や教員と交流することで、
分野外の人たちに自分の興味・関心を伝えることのできるコ
ミュニケーション力を磨かせます。
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H26年間スケジュール(予定）
春学期
4月 授業「研究者入門Ⅰ」（春ＡＢ 火6限）
5月
6月 研究計画募集
7月 認定書授与式
8月 研究スタート
9月

秋学期
 10月 授業「研究者入門Ⅱ」（秋ABC集中）
 11月 交流セミナー
 12月
 1月 研究発表会
  研究期間終了（1月末）
 2月 実績報告書　提出
 3月 第４回サイエンス・インカレ（予定）

わからないことや悩んでいることがあるときは研究交流室のスタッフに相談してください!

先導的研究者体験プログラムに参加して
研究者の生活をリアルに体験しよう！

WEBサイトからダウンロードしよう
　先導的研究者体験プログラムのWEBサイトより、申請書類をダウンロー
ドしてください。

研究交流室でプログラムの説明を聞こう
　研究交流室ではプログラムの説明を随時行っています! プログラム担当
教員から詳しい説明を聞きたい方は相談予約をお勧めします。予約方法は
裏表紙のオフィスアワーをご覧ください。

プログラム参加者への支援
　プログラムに参加すると下記の支援が受けられます。
・コピー機等、研究交流室の設備利用 
・ノートPC等、物品の貸出
・研究活動にかかる経費の支援 
・学会等参加旅費支援
・国内・国際学会等発表旅費支援　
・論文投稿支援
　研究交流室にあるプロジェクターを利用して学会等で発表をする前に練
習をしたり、スクリーン上でスライドを確認することもできます。

研究者を目指している学生向けの授業を開設しています！
　筑波大学では研究者を目指している学生向けに全学群生履修可能な「研
究者入門Ⅰ、Ⅱ」を開設しています。授業を通して、「研究とは？研究者とはど
のような職業か？」、「研究テーマの探し方や研究計画書の書き方」などを
学びましょう。

公募要領・
申請書類を
ダウンロード

研究交流室で
説明を聞く

申請書類を作成

申請書類を
メールで提出

審査
1週間～2週間

結果通知（メール）

研究に興味がある ! 卒研まで待てない ! 大学入学以前に行っていた研究を続けたい !
　先導的研究者体験プログラムでは自主的に「研究をしたい !」という意欲ある学生を支援します。研究計画書
を作成し、審査を受けて採択されればアドバイザ教員の指導のもと、研究者の仕事を 1 年生からリアルに体験
することができます。採択された学生には、研究のレベルに応じて研究費や学会発表に掛かる経費の援助を行
います。対象は全学群の1～3年生（編入生も可）で研究テーマは分野を問いません。
　

川邉 貴英　人文・文化学群　人文学類　3年
　AREへ参加するメリットは数多くあると思われますが、あえて一つに絞るとすれば「異分野の人
と交流できる」点にあると思います。私自身AREに参加し、自分の研究を知ってもらいながら、様々
な考え方や研究を知って刺激を受けました。昨今は「科学コミュニケーション」という概念が注目
を浴びていますが、異分野の人に自分の研究をわかりやすく伝える訓練として、この ARE は絶好
の機会になると思います。自分の研究を紹介し、異分野の人に「面白い研究だ」と評価された瞬
間は、喜びもひとしおです。文系も理系も関係ない。自分の研究の面白さは、万人が理解でき
るはずです。ぜひ、皆さんの研究に対する熱い思いを爆発させて、その面白さを広めましょう!
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よくある質問

研究成果を発表しよう！
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Ｈ21
採択件数：２２件
参加人数：２４名

１００万円
３０万円
７万円
３万円
ー

4
8
7
3
ー

Ｈ22
採択件数：２8件
参加人数：２3名

申請上限額

6０万円
３０万円
10万円
5万円
2万円

件数 申請上限額 件数 申請上限額 件数 申請上限額 件数 申請上限額 件数

1
0
4
7
16

Ｈ23
採択件数：２5件
参加人数：２5名

１００万円
３０万円
15万円
5万円
ー

1
4
9
11
ー

Ｈ24
採択件数：39件
参加人数：4４名

１００万円
３０万円
15万円
5万円
ー

1
1
13
24
ー

Ｈ25
採択件数：30件
参加人数：32名

5０万円
20万円
10万円
5万円
０円

0
1
14
14
1

研究成果発表実績

学術論文
国際学会
国内学会
その他

科学コンテストでの発表実績
サイエンス・
インカレ
リサーチ
フェスタ

Ｑ 研究には興味があるのですが、テーマが決まっていま
せん。また、採択される「研究計画書」を書くにはどの
ようにしたら良いでしょうか？
Ａ 研究交流室に来て、担当教員と相談してください。本
プログラムで開設している授業「研究者入門」では書き
方を学ぶこともできます。是非、受講してみてください。

Ｑ AREでの研究活動は単位になりますか？
Ａ 残念ながら、ARE 参加者全員が単位を取得することは
できません。ただし、応用理工学類の学生は、ARE へ参
加し研究活動を行うと、応用理工学特別実習Ⅰの単位（1
単位）を取得することができます。標準履修年次は 1・2
と記載されておりますが、3 年生も取得可能です。詳し
くは応用理工学類の担当教員へお尋ねください。

Ｑ 一人で2件以上応募してもよいですか?
Ａ 一度に 2 件以上応募することはできませんが、別のテ
ーマに共同研究者として参加することは可能です。

Ｑ 4 年生は応募できませんか？
Ａ 通常 4 年生は卒業研究を行うことになっているため応
募できません。

Ｑ アドバイザ教員は無しでも良いですか ?
Ａ 無しでも申請は可能です。採択された時にアドバイザ
になってくれる教員を探す必要があります。スタッフが
探すお手伝いをしますのでご相談ください。

Ｑ 今までの採択状況を教えてください。
Ａ 下記一覧表をご覧ください。

賞した参加者もいます。
　ARE は学会発表のための旅費も支援します。国内学会は
もちろん、国際学会でも参加・発表に必要となる経費をサ
ポートします。また、普段は会えない研究者と直接議論し
たい！、研究者が実際に発表する様子を見て参考にしたい！と
いった希望を持つ参加者に対しては、研究発表を伴わない
学会参加も支援します。

　得られた成果をまとめ、その意義を人に伝える能力は研
究の力そのものと同じくらい研究者にとって重要です。多く
の人に知ってもらうことで初めて、研究成果が社会全体の
財産となります。また、研究成果の報告は次の研究費を獲
得し、さらに研究を進めるためにも欠かせません。他の研
究者に興味を持ってもらうことで、新しい共同研究のスター
トにつながることもあります。
　分かりやすく人に伝える能力は実践の場で最も鍛えられ
ます。そのため、ARE は様々な形で参加学生が研究成果
の発表の経験を積むことを応援しています。プログラム参
加者全員が集まって開催される研究発表会もその1つです。
ポスターセッションや口頭発表を通じ、分野を超えて自分の
研究を伝えることの重要性を実感し、限られた時間の中で
分かりやすく研究成果をアピールする力、聴衆からの質問
に的確に対応する力を養います。
　さらに、毎年全国の大学生が集まって開催される科学コ
ンテスト、サイエンス・インカレへの積極的な参加も応援し
ます。日頃の研究の成果を発表し、お互いに刺激を受ける
事は、研究のレベルアップにもつながります。これまでも
ARE の参加者の多くがサイエンス・インカレで発表し、中
には文部科学大臣表彰、科学技術振興機構理事長賞を受
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修了生の声

6

上村典道　理工学群 工学システム学類 卒
　先導的研究者体験プログラム（以下 ARE）では、共同研
究者やアドバイザ教員とともに問題に取り組み、通常の講
義等では学ぶことのできない経験を積むことができたと思
います。研究を進める中では計画通りに進まないことや複
数人で取り組む研究には自分が想像してた以上の困難もあ
りました。今後 ARE に参加する、或いは参加しようか悩ん
でいる後輩諸君も何かしら自分の興味・関心がある事柄が
あると思います。ARE ではそんな諸君の興味関心を研究す
るとても良い環境がありま
す。また、研究発表や交流
会を通じて新しい仲間との
出会いや発見もあるかもし
れません。是非、ARE にチ
ャレンジしてみてください。

榎本詢子　理工学群 応用理工学類 卒
　誰でも新しいことを始めることに不安を感じると思いま
す。でも、いざ始めてみると絶対に「やってよかった」と
思えるはずです。私は ARE プログラムを通して、新しいこ
とに挑戦する楽しさを学びました。毎日、知らないことだ
らけですが、刺激的で充実した日々を過ごしています。授
業と研究を両立させるのは大変ですが、もちろんサークル
もバイトも、友達と遊ぶ時間も作り出せます。大学にきて、
なにか新しいことを始めたい人、友達よりもスタートダッ
シュで差をつけたい人、自
分の新しい可能性を見つけ
てみたい人、きっかけはな
んでも良いと思います。こ
のパンフレットを手にとっ
たなら、一緒に ARE で研究
を始めてみませんか？

角間孝一　理工学群 工学システム学類 卒
（早期卒業生）

　自分は ARE に参加して、研究の素晴らしさを知ることが
できました。それぞれが取り組む研究は、言葉にすると簡
単に聞こえることもありますが、その裏には多くの裏付け
があります。これはこうだと言うだけでも、関連した文献
を読み、必要な知識を身に付け、論理的に証明しなければ
なりません。実験やシミュレーションを行えば、なぜそう
なるのか、本当に正しいのかということも考える必要があ
ります。当然うまくいかないこ
ともありますが、だからこそ楽
しくやりがいがあります。これ
から ARE で研究を始められる
という方には、是非この素晴ら
しさを実感して頂けたら良いな
と思います。

西田　惇　理工学群 工学システム学類 卒
　ARE に参加すると、計画の立案・計画書の作成から研究
日程と必要な設備の設計、そして発表するまでの一通りの
作業を網羅することができます。自分の趣味の範囲で研究
活動を行うことも可能ではありますが、計画書作成時の先
生方のアドバイスや必要な資金の提供、発表交流会の提供
など、個人の力だけでは容易には得ることができない機会
が多々あります。定期的な発表会の開催は私にとって研究
継続のモチベーションの一つになりまし
たし、そこで「同学年でこんなことをや
っている人もいたのか !!」と刺激をもら
うこともあります。応募や実施に際して
質問などがある場合は研究交流室のスタ
ッフが丁寧に対応してくださるので、応
募しようかどうか迷っている方はぜひ一
度足を運んでみてください。

菊池輝海　生命環境学群 地球学類 卒
　僕は地球学類ですが生物学も大好きです。卒業研究では
両分野をまたがるようなテーマをしてみたい ! と漠然となが
ら考えていたのですが、いろいろ不安はありました。卒論
に向けとにかく経験を積んでみたかったというのが ARE 参
加の動機です。研究内容はフィールド調査です。ARE から
いただいた予算で年に計 3 回ほど三宅島へ行かせてもらい
ました。普通ではそう簡単に何度も行ける場所ではないの
で、これはすごく嬉しいことです。ちょっと変わったこと
をしてみたい、単純にどこ
か遠い場所に行ってみたい
など、少しでも冒険心があ
るならぜひ参加してみては
どうでしょうか。とりあえ
ず僕はこの一年で本当に楽
しい冒険ができました。

町洋祐　生命環境学群 生物資源学類 卒
　ARE の良さは自由度の高さにあると思っています。研究題
材を問わず、学部の学生の研究に消耗品費などを支給してく
れるという本プログラムは、自分自身で行動したい人にとっ
ては非常に魅力的です。多少なりとも裁量で使える資金があ
れば、研究計画を立てる楽しみが増え、また研究室の中で活
動しやすくなるという利点があります。学会などでも独自の
交流を持ちやすくなりました。たとえ僅かなものだとしても、
独立性があるということは大きな価値があると感じていま
す。これから参加する方々には、研究テーマのみならず、ア
ドバイザ教員の選択にも力を入れることをお勧めします。上
に挙げた利点や価値も、教官によっ
て大きく変動するからです。そして、
自分自身のテーマで研究できるとい
う貴重な機会を最大限に活かしてい
ただきたいと思います。
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伊藤史紘　生命環境学群 生物学類 卒
　私は 2 年間 ARE に参加して、研究計画書を書き、研究費
をいただいて研究を行い、それを成果報告書にまとめるとい
う一連の流れを行うことの大変さを学びました。その一方で、
自分で研究をデザインして実際に実験を行なっていくことの
楽しさを実感することも出来ました。また年二回行われる研
究発表会では自分の専門分野以外の方と交流することがで
き、これまでとは違った視点から物事を見るきっかけを得る
こともできます。これは、様々な分野の人が参加している
ARE だからこそできることで
す。ARE に参加して研究を行
なっていく中で、なかなか研
究が思うように進まず苦労す
ることもあるかとは思います
が、それにめげずに頑張って
ください。

須黒達巳　生命環境学群 生物学類 卒
　ARE に参加して良かったことは、何と言ってもポスター作
成スキルが向上したことです。私は年間 3 回のポスター発表
があったのですが、どう表現すれば見やすく、わかりやすく
伝えることができるかというのを考える非常に良い訓練にな
りました。先生や先輩に直してもらうのも、ARE に参加して
いたからこそ持てた機会だと思います。今、初めて作ったポ
スターを見てみると、もうそれはそれは拙い、人に見せるの
が恥ずかしいくらいの出来のように感じます。つまり 1 年間
でそれだけ、ポスターを見る目を養うことができたのです。
授業の合間に研究や発表準備をするのはなかなか大変でした
が、ARE に参加して、自分の研
究の進歩、人前で発表する経験、
そして同じく研究に精を出してい
る友人など、たくさんのものを
得られたと思っています。これ
を読んでいるみなさんもぜひチャレンジしてみてください。

落合陽一　情報学群 情報メディア創成学類 卒
　ARE に参加した頃、僕はまだ研究室にも属していない三年
生でした。自分で課題を考え、資金を獲得し、結果を提示す
るという一連の訓練は、その後のキャリアにとって非常に役
に立ったと思っています。研究は歳が経つにつれて研究コミ
ュニティへの貢献や、分野の動向なども着目しなければなら
なくなっていきます。逆に言えば、心の中で思い描いた妄想
や興味を実現するために研究をする時期というのは早ければ
早いほど良いと思います。思い
立ったら吉日、その日がやるべ
き日。未来に何かを作りたい方、
現在の中にある可能性の粒を見
つけた方、そして、自分という
未来の種をもっともっと高めた
いと思う方、ぜひ参加してみて
ください。

小西響児　情報学群 情報メディア創成学類 卒
　大学 3 年で ARE の共同研究者として参加いたしました。
情報学群の学生 2 人と生命環境学群の学生 1 人の 3 人でプ
ロジェクトを進めました。異分野の学生とお互い足りない知
識を補足しながら、研究プロジェクトを進めるのは新鮮で、
ARE ならではだと感じました。研究費をもらい、複数人でプ
ロジェクトを進める責任感は、個人的に行う勝手なプロジェ
クトと違います。こういった経験を大学 3 年でできるのは非
常に貴重な機会でした。
また活発に交流会が開催
されるため、学生同士の
交流や異分野の先生方と
知り合う機会があり、こ
れも ARE ならではだと感
じました。

金子紘也　情報学群 情報科学類 卒
　私は ARE で固体燃料ロケットの推力測定システムの開発
を行いました。本プロジェクトは当時情報科学類の私を筆頭
に、工学システム学類や応用理工学類といった学類や学年を
超えた多様なメンバーで構成され、プロジェクトメンバー同
士の活発な議論が行われました。私が ARE において得た最
も大きな経験は、大きな予算を使い、多様なメンバーを集め
ることによって、自分一人では到底成し遂げることの出来な
かったアイデアが生まれ、そして実際にそれを実現すること
ができるという経験でした。学類生の皆さんも、自分の分野
に一人で閉じこもるのではなく、
ARE を通じて、他のメンバーや採
択者との活発な議論を行い、申請
時をはるかに超えるような新しいア
イデアを産み、実現して欲しいと
思っています。

堀　智彰　情報学群 知識情報・図書館学類 卒
（3年編入生）

　研究のアイディアはあるのに、資金がない。研究室配属の
私にとって一番の悩み所でした。そんな中偶然見つけたのが
このプログラムでした。応募には、研究計画書にて自分たち
のやりたい計画を明確にビジョンとして言葉で示し予算やス
ケジュール等も決めなければなりませんでした。厳しい作業
でしたが、今思えば自分の目標をはっきりとさせるよい機会
だったと思います。また、研究交流室も万全の体制でサポー
トしてくださるので安心です。アイディアはあるのに実現でき
る資金や環境がない学生は多いと思います。しかし、筑波大
学にはこのようなプログラムが用意
されており、低学年のうちから研究
活動に取り組めます。ぜひ、みなさ
んも挑戦してはいかがでしょうか。
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・Urano S., Construction of a Mathematical Model and Quantitative Assessments of Impression in Western Painting, 
WORLDCOMP "PDPTA’ 11 Workshop on Mathematical Modeling and Problem Solving", 2011

・浦野幸, Construction of a Mathematical Model and Quantitative Assessments of Impression in Western Painting, 
PDPTA'11 - The 2011 International Conference on Parallel and Distributed Processing Techniques and Applications, 
Monte Carlo Resort & Casino in Las Vegas, 2011.7.18-21 （Oral）
・長澤亮, Development of an Artificial Diet for                         , Tsukuba International Workshop on Science and Pat-
ents 2011, University of Tsukuba, 2011.10.20 （Poster）
・藏滿司夢, Research on Trachelophorini （Coleoptera, Attelabidae） and its egg parasitoid wasps （Hymenoptera, 
Trichogrammatidae）, Tsukuba International Workshop on Science and Patents 2011,University of Tsukuba, 
2011.10.20 （Poster）
・徐昊 , Insulin Releasing and Alpha-glucosidase Inhibitory Activity of Deng-Deng Grass （DDG） Extractions in Vitro. 
2011 International Symposium on Agricultural Education for Sustainable Development, University of Tsukuba, 
2011.11.7-11 （Poster） 

・陸偉哲, Study on Enhancing Hydrolysis of Organic Waste by TiO2 Photocatalysis,2011 International Symposium on 
Agricultural Education for Sustainable Development,University of Tsukuba, 2011.11.7-11 （Poster）

・守屋恵美, Sexual differences and the sequence of epiphyseal closures in the nutria, The 11th International Mam-
malogical Congress 2013（IMC11）, Queen's University, 2013.8.11-16 （Poster） 

・MAEZONO SAKURA ERI BAUTISTA，Inhibitory Effect of Caffeic acid and Caffeic acid Phenetyl Ester on Oxidative 
Stress in Human Epidermal Melanocyte，The Tunisia-Japan Symposium on Science, Society & Technology（TJASSST 
2013）， El Mouradi Hotel, Yasmin Hammamet, Tunisia， 2013.11.15-19 （Poster）

・戸祭森彦, Marking Effect of Egg-Larval Parasitoid, Chelonus inanitus, International Workshop on Science and Patents 
2012, University of Tsukuba, 2012.10.23 （Poster）

・伊藤史紘 , Functional Analyses of Sll1252, a Protein of Unknown Function, Associated with PSII Complex. 15th Inter-
national Congress of Photosynthesis, Beijin Friendship Hotel, 2010.8.22-27（Poster）
・伊藤史紘, Functional Analyses of a Protein of Unknown Function Associated with PSII Complex, 第70回分子科学国際研
究会（岡崎コンファレンス）, 岡崎コンファレンスセンター, 2010.8.22-27（Poster）

・伊藤史紘，光化学系 II機能未知遺伝子の機能解析および光合成能力向上技術の開発 , 第9回ＴＸテクノロジーショーケース，平成22年1
月22日～23日（ポスター）
・伊藤史紘，光化学系 II電子伝達における機能未知遺伝子の機能解析 , 第4回日本ゲノム微生物学会年会，九州大学 病院キャンパス，
平成22年3月7～9日（ポスター）

・下山せいら，プラナリアの摂食行動を誘起する化学刺激 , 日本動物学会関東支部 第62回大会，平成22年3月13日（ポスター）
・伊藤史紘，光化学系 II複合体と相互作用する機能未知遺伝子の機能解析 , 第51回日本植物生理学会年会，熊本大学 黒髪北キャンパス，
平成22年3月18日～21日（ポスタ ー）
・上原拓也，特定波長に対するチャバネアオカメムシの光応答反応；活動リズムと走光性, 千葉大学 西千葉キャンパス，平成22年3月26～
28日（ポスター）

Hestina assimilis

査読付き学術論文
■ 平成22年度

国際学会
■ 平成22年度

国内学会
■ 平成21年度

■ 平成23年度

■ 平成25年度

■ 平成24年度
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・沼尻侑子, カイコ突然変異体”縮み蚕”における筋収縮の誘導解析, 日本動物学会 第81回東京大会, 東京大学 駒場キャンパス, 平成22
年9月23日～25日（口頭）
・桐原崇亘, アンドロメダストリームとダークマターハローの構造, 日本天文学会 2011年春季大会, 筑波大学, 平成23年3月16日～
19日（口頭） 

・伊藤史紘, 部分欠損型のSll1252はPSllからCytb6/fへの電子伝達を阻害する, 第52回日本植物生理学会年会, 東北大学 川内北キャン
パス, 平成23年3月20日～22日（口頭）
・藤森祥平, シバ（Zoysia sp.）の発芽、生長に対しネジバナ由来の菌（Rhizoctonia sp.）が与える影響, 生態工学会 2010年次大会, 沖
縄県農業研究センター, 平成22年5月14日～15日（ポスター）
・伊藤史紘, 光化学系II複合体機能未知タンパク質の機能および相互作用解析, ＳＡＴ10周年記念ＴＸテクノロジー・ショーケース in 
つくば, つくば国際会議場, 平成22年12月24日～25日（ポスター）
・ 町洋祐, 微生物燃料電池における導電性粉体の利用, ＳＡＴ10周年記念ＴＸテクノ ロジー・ショーケース in つくば, つくば国際会
議場, 平成22年12月24日～25日（ポスター） 
・西田惇, 筋電位計測システムの開発とその応用, ＳＡＴ10周年記念ＴＸテクノロジ ー・ショーケース in つくば, つくば国際会議場, 
平成22年12月24日～25日（ポスタ ー） 

・ 町洋祐, 酸化還元色素を介した糖類の酸化による発電, ＳＡＴ10周年記念ＴＸテク ノロジー・ショーケース in つくば, つくば国際
会議場, 平成22年12月24日～25日（ポスター）
・浦野幸, 西洋絵画に於ける構図要素の定量的評価, ＳＡＴ10周年記念ＴＸテクノロジ ー・ショーケース in つくば, つくば国際会議場, 
平成22年12月24日～25日（ポスタ ー） 

・坂東侑哉, 微小重力環境においたマメ科植物ムクナの根のドーパ分布量の解析, 第26回日本宇宙生物科学会学術集会, 阿波観光ホテ
ル, 長井記念ホール,平成24年9月27日～29 日（口頭）

・ 町洋祐, 化学修飾電極による微生物燃料電池の高出力化と作用機構の解析, 日本農芸化学会 関東支部大会 2012, 新潟薬科大学, 平
成24年10月27日～28日（ポスター） 

・髙橋玄, 里山景観に生息するナミアメンボとヒメアメンボの群れ構造と繁殖戦略, 日本動物行動学会第31回大会, 奈良女子大学, 平成
24年11月23日～25日（ポスター）
・ 町洋祐, 微生物を利用した電気化学的手法による簡易的な土壌評価法の開発, ＳＡＴテクノロジー・ショーケース 2013, つくば国
際会議場, 平成25年1月22日（ポスター） 
・坂口和彦, Coq による PostScript プログラミング, 第15回プログラミングおよびプログラミング言語ワークショップ, 東山温泉「御
宿東鳳」,平成25年3月4日～6日（ポスター） 
・髙橋玄, 里山景観に生息するナミアメンボとヒメアメンボの繁殖戦略, 第60回日本生態学会静岡大会, 静岡県コンベンションアーツ
センター,平成25年3月5日～9日（ポスター）

・陳碩也, Potential of compressed wood as a material for erhu soundbox, 第63回日本木材学会大会, 岩手大学農学部, 平成
25年3月27日～29日（ポスター）

・阿部友亮, 低圧環境における樹木発根実験の計画-マメザクラ（Prunus incisa）の挿し木を用いた検討, 日本宇宙生物科学会第27回大
会, 筑波大学, 平成25年9月27日～28日（ショートプレゼンテーション、ポスター）  
・髙橋玄,ナミアメンボの雌に出現する短翅型と長翅型の卵生産, 日本動物行動学会第32回大会, 広島大学　東広島キャンパス, 平成25
年11月29日～12月1日（ポスター）
・高橋玄，ナミアメンボに出現する短翅型雌と長翅型雌の卵生産と産卵パターン，第６１回日本生態学会大会，広島国際会議場，平成２
６年３月１４日～１８日

・長澤亮，石井学，加藤義臣（2011），関東地方におけるコムラサキ亜科3種のチョウによるエノキの利用とそのサイズについて ，日本蝶
類学会（テングアゲハ）会誌「Butterflies（Teinopalpus）」，第58号，24-29

・藏滿司夢, クビナガオトシブミ族2種に対するPoropoea属卵寄生蜂の寄生状況, 日本昆虫学会 第71回大会, 信州大学 松本キャンパ
ス, 平成23年9月17日～19日（口頭）

・榎本詢子, 細胞遊走試験のためのトランスフェクションアレイチップ, 第63回日本生物工学会大会, 東京農工大学 小金井キャンパス, 
平成23年9月26日～28日（口頭）
・小嶋一輝, ミトコンドリアＤＮＡから推定されたアカマタ（爬虫綱，ナミヘビ科）の遺伝的分化, 日本爬虫両棲類学会 第50回記念大会, 
京都大学 吉田キャンパス, 平成23年10月8日～10日（口頭）
・長澤亮, 外来種アカボシゴマダラが在来種ゴマダラチョウに及ぼす影響について, 日本蝶類学会（テングアゲハ）2011年度会員総会・
大会, 東京大学 本郷キャンパス, 平成23年12月10日（口頭） 
・角間孝一, 圧電トランスデューサから固体に入射される弾性波の波動伝搬の解析に関する研究, 日本機械学会，関東学生会第51回学
生員卒業研究発表講演会, 日本大学 生産工学部, 平成24年3月9日（口頭） 
・藤井郁香, 円筒形水琴窟モデルにおける筒高-底径比と音響特性の関係, 音楽音響研究会, 筑波大学, 平成24年3月16日（口頭）
・ 町洋祐, 微生物燃料電池による枯草菌Bacillus subtilisの硝酸イオン代謝の変化, 日本農芸化学会関東支部 2011年度大会, 東洋大
学 板倉キャンパス, 平成23年10月15日（ポスター）
・ 町洋祐, 黒鉛粉末を用いた低コストな微生物燃料電池の高出力化, ＴＸテクノロジ ー・ショーケース in つくば 2012, つくば国際
会議場, 平成24年1月13日（ポスター）

■ 平成22年度

■ 平成23年度

■ 平成24年度

■ 平成25年度

その他
■ 平成22年度
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　学生の能力・研究意欲を高め、創造性豊かな科学技術人材を育成することを目的に、自然科学分野を学ぶ全国の学生が自主研究の
成果を発表し競い合う場として、平成 23年度より文部科学省が開催している自主的研究の祭典（科学コンテスト）です。

　理数学生応援プロジェクト及び理数学生育成支援事業の取り組みに参加している学生を対象とした研究発表会です。

第１回サイエンス・インカレ（日本科学未来館 , 東京国際交流館プラザ平成 , 平成 24年 2月 18日～ 19日） 
【口頭発表部門　5件】 
数物・化学系（卒業研究に関連する研究） 
・理工学群物理学類４年　桐原崇亘「銀河衝突シミュレーションを用いた銀河の内部構造の探求」 
生物系（卒業研究に関連しない研究）
・生命環境学群生物資源学類２年　 町洋祐　「黒鉛粉末 - 菌体間の相互作用による微生物燃料電池の高出力化」 
・生命環境学群生物学類３年　藏滿司夢「大きく巻けるが勝ち？卵をめぐるオトシブミ亜科昆虫とその寄生蜂類の生存戦略」 
生物系（卒業研究に関連する研究）
・生命環境学群生物学類４年　沼尻侑子　「Wolbachia 感染系における細胞質不和合の多様性」
情報・融合領域系（卒業研究に関連しない研究）
・近畿大学理工学部　中嶋研人、理工学群工学システム学類 2 年　西田惇 (ARE)「リアルタイム共有システム構築のためのプラッ
トフォームの開発とその応用」
【ポスター発表部門　1件】 
生物系（卒業研究に関連しない研究） 
・生命環境学群生物学類４年　伊藤史紘　「光合成電子伝達系の制御から探る Synechocystis sp. PCC 6803 のグルコース耐性・
  感受性メカニズム」 
第 2回サイエス・インカレ（幕張メッセ国際会議場 , 平成 25年 3月 2日～ 3日）
【口頭発表部門　3件】 
工学系（卒業研究に関連する研究） 
・理工学群応用理工学類４年　榎本詢子　「癌転移抑制剤開発のためのマイクロデバイス」
生物系（卒業研究に関連しない研究） 
・生命環境学群生物資源学類３年　 町洋祐　「糸状菌における二次代謝の電気化学的制御と作用機構の解明」
生物系（卒業研究に関連する研究） 
・生命環境学群地球学類４年　菊池輝海　「三宅島噴火後の植生回復における地形の影響」
【ポスター発表部門　1件】
生物系（卒業研究に関連する研究） 
・生命環境学群生物学類４年　恩田美紀　「線虫発育に関わるクロマチン構造制御因子の機能解析」 
第 3回サイエンス・インカレ（幕張メッセ国際会議場 , 平成 26年 3月 1日～ 2日）
【口頭発表部門　２件】
生物系（卒業研究に関連しない研究）
・生命環境学群生物資源学類４年　 町洋祐　「脱窒活性の向上をもたらす微生物燃料電池のための修飾電極の開発」
情報・融合領域系（卒業研究に関連する研究）
・理工学群工学システム学類４年　西田惇　「執刀医のための手術手技支援機器の開発」
【ポスター発表部門　2件】
工学系（卒業研究に関連しない研究）
・理工学群工学システム学類 4 年　斎藤恵介、綿引壮真 (ARE)、加藤由幹 (ARE)　「アクリル／ガス酸素ハイブリッドロケットの開
発および燃焼特性の解析」
生物系（卒業研究に関連しない研究）
・生命環境学群生物学類３年　岡崎拓未　「沿岸域における植物プランクトン群集の動態とその支配要因」

リサーチフェスタ 2010（大阪大学豊中キャンパス、平成 22年 10月 17日）
【口頭発表部門　1件】
・生命環境学群生物学類 4年　上原拓也　「虫は何故飛んで火に入るのだろうか」
【ポスター発表部門　1件】
・生命環境学群生物学類 3年　伊藤史紘　「光化学系Ⅱ複合体機能未知タンパク質の機能及び相互作用解析」 
第 2回リサーチフェスタ 2012（ つくば国際会議場 , 平成 24年 8月 31日）
【ポスター発表　6件】
・生命環境学群生物学類 4年　本多隆利　「ショウジョウバエを用いたヒト精神疾患の遺伝学的研究」
・生命環境学群生物学類 4年　小長谷達郎　「アオジャコウアゲハにおける雄の翅色と注入物質量の関係」
・生命環境学群生物資源学類 3年　 町洋祐　「 微生物燃料電池における低コスト素材の利用と出力密度の向上」 
・生命環境学群生物学類 4年　藏滿司夢　「オトシブミ類の卵寄生蜂 Poropoea morimotoi の宿主特異性とその理由に関する考察」
・理工学群工学システム学類 3年　西田惇　「進化的アルゴリズムを用いた工学的最適化問題の設定と解の探索」
・情報学群情報科学類 2年　伊藤剛浩　「Open Design Computer Project」
第 3回リサーチフェスタ（大阪大学 豊中キャンパス , 平成 26年 3月 12日）
【ポスター発表　7件】
・人文・文化学群人文学類 3 年 川邉貴英「日本語黙読時における音韻変換の有無と事象関連電位の相関性について～脳波でみる言
語認知」
・生命環境学群生物学類 2 年 MAEZONO SAKURA ERI BAUTISTA「ヒトメラニン細胞における酸化ストレスを抑制するカフェ
酸およびカフェ酸誘導体の探索」
・生命環境学群生物学類 3年 井村英輔「キイロショウジョウバエの PPR ドメイン遺伝子の生体内機能の解明」
・生命環境学群生物学類 3年 森田陸離「異種の分裂酵母を利用した細胞質分裂の分子基盤の多様化の理解を目指した研究」
・生命環境学群生物資源学類 2年 守屋恵美「ヌートリアの雌雄差と骨端閉鎖順序について」
・生命環境学群生物資源学類 4年 町洋祐「微生物燃料電池による有機性湖底堆積物のバイオマスエネルギーとしての利用」
・理工学群工学システム学類 2年 河原圭佑「視覚障害者の道探索を支援するロボット白杖の開発」

コンテストの発表実績

■ サイエンス・インカレ

■ リサーチフェスタ
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　平成 24年度教育に係る学長表彰　　『開かれた大学による先導的研究者資質形成プログラム』 
　理工学群，生命環境学群，情報学群，アドミッションセンター，産学リエゾン共同研究センター

平成 21年度　　
　・第 54回日本応用動物昆虫学会大会　第 1回（2010年度）　ポスター賞：上原拓也
平成 22年度　　
　・リサーチフェスタ 2010　　金賞：上原拓也　　奨励賞：伊藤史紘
平成 23年度
　・Tsukuba International Workshop on Scienceand Patents 2011　ポスター賞：長澤亮
　・第 1回サイエンス・インカレ
　　サイエンス・インカレ奨励表彰： 町洋祐、西田惇　　エア・リキード賞： 町洋祐　　東芝賞：西田惇
平成 24年度
　・第 2回リサーチフェスタ　2012
　　つくば市長賞（総合得点 1位）：本多隆利　　ソフトイーサ賞（総合得点 2位）： 町洋祐　　
　　金賞：西田惇　　銀賞：伊藤剛浩、小長谷達郎　　銅賞：藏滿司夢
　・第 2回サイエンス・インカレ　　
　　サイエンス・インカレ奨励表彰：榎本詢子
平成 25年度
　・The Tunisia-Japan Symposium on Science, Society & Technology（TJASSST 2013）　
　　The Best Poster Award：MAEZONO SAKURA ERI BAUTISTA
　・第 3回サイエンス・インカレ
　　文部科学大臣表彰： 町洋祐　独立行政法人科学技術振興機構理事長賞：加藤由幹、綿引壮馬
　・第３回リサーチフェスタ
　　優秀賞：河原圭佑　奨励賞：川邉貴英、井村英輔、森田陸離、MAEZONO SAKURA ERI BAUTISTA、 町洋祐、守屋恵美
　・RSものづくりアワード 2013　　優秀賞：河原圭佑

筑波大学学生表彰（AREの研究活動が評価され表彰された者）
平成 22年度　上原拓也
平成 23年度　伊藤史紘
平成 24年度　 町洋祐、榎本詢子、本多隆利

日本学術振興会　特別研究員（DC1）採用者
平成 24年度　落合陽一、山口芽衣、上原拓也

国立大学法人筑波大学特別奨励学生（Special Fellow）
平成 24年度　本多隆利、新妻耕太

　このたびは、第 3 回サイエンス・インカレにおいて文部科学大臣表彰を頂戴し、誠に

光栄に思うと共に、これまでの研究生活を振り返って感慨深いものがあります。発表し

たテーマ自体はインカレのために新たに立ち上げたもので、継続的な研究の集大成とい

うわけではありませんでした。しかしながら、研究や発表の経験の積み重ねが、今回の

テーマでも多分に活かされました。私が様々なテーマで研究し発表を行えたのは、ARE

によるところが大きいと強く感じています。数多くの大学の学生研究支援プログラムや、

そこでの研究を見て参りましたが、学生が独自のテーマを自身の手で進めるということ

を重視する ARE の在り方は、際立った特長であるように思えます。この独自性・主体

性こそが研究活動の要であり、今回の表彰もこの点を特に評価されたものであると考え

ております。今後とも多くの学生が自ら研究を行い、存分に力を発揮することで大学を

盛り上げ、ひいては諸分野の発展につながることを願うものであります。

生命環境学群
生物資源学類　4年
町洋祐

受賞・表彰等

■ プログラム

■ 参加学生

■ 第3回サイエンス・インカレ「文部科学大臣表彰」　受賞学生のコメント
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・新井佑子（1年），細胞性粘菌のDictyostelium属とPolyspｈondylium属の形態形成能の比較　【Ｃ】
・藏滿司夢（1年），アワヨトウを宿主とするギンケハラボソコマユバチとカリヤコマユバチの宿主内での異種間競争　【Ｂ】
・本多隆利（1年），ショウジョウバエを用いたヒト精神疾患の遺伝学的研究①　【Ａ】
・本多隆利（1年），ショウジョウバエを用いたヒト精神疾患の遺伝学的研究②　【Ｓ】
・藤田麻里（3年），ルリゴキブリEucorydia yasumatsui の発生学的研究　【Ｂ】
・伊藤史紘（2年），光化学系 II 複合体周辺部機能未知小サブユニット群の機能解析と光合成能力向上技術の開発①　【Ｂ】
・下山せいら（3年），プラナリアの摂食行動　【Ａ】
・伊藤史紘（2年），光化学系 II 複合体周辺部機能未知小サブユニット群の機能解析と光合成能力向上技術の開発②　【Ａ】
・下山せいら（3年），プラナリアの摂食機構　【Ｓ】

・藤森祥平（2年），シバ (Zoysia sp. ）の発芽・生長に対しネジバナ由来の菌 (Rhizoctonia sp. ）が与える影響　【Ｃ】
・上原拓也（3年），カメムシの様々な生理状態における走光性　【Ｂ】

・済藤祐理子・青木すみれ（3年），桐原崇亘（2年），榊原敬治・笠嗣瑠（1年）， 筑波大学 30cm反射望遠鏡による銀河系内の
星団観測　【Ａ】

・佐藤英知（2年），タンパク質やアミノ酸に与える大気圧プラズマの影響　【Ｂ】

・上村典道（3年），歪みゲージによる歪みの検出、線形性、ノイズ除去の考察　【Ｂ】
・上村典道（3年），電磁加速装置の研究　【Ａ】

・伊藤剛浩（1年），データ駆動型プロセッサにおける低消費電力動作性能の評価①　【Ｂ】
・伊藤剛浩（1年），データ駆動型プロセッサにおける低消費電力動作性能の評価②　【Ａ】
・金子紘也（3年），FPGA評価ボードを用いたアナログ信号サンプリングに関する研究　【Ｃ】
・金子紘也（3年），上村典道・丹羽直之（理工学群工学システム学類 3年），赤須雄太・大古嵩之（理工学群応用理工学類 2年），
ロケットエンジンの推力測定システムの開発　【Ａ】

・鎌谷崇広（3年），ネットワーク技術による実世界の空間をつなぐ新たな社会的音楽インタラクション　【Ａ】
・落合陽一（3年），山口芽衣（生命環境学群生物資源学類 3年），小西響児（情報学群情報メディア創成学類 3年），節足動物に
する神経伝達電位パターンの測定と行動予測によるモジュール制御、デジタルキマイラの制作①　【Ｓ】
・落合陽一（3年），山口芽衣（生命環境学群生物資源学類 3年），小西響児（情報学群情報メディア創成学類 3年），節足動物に
関する神経伝達電位パターンの測定と行動予測によるモジュール制御、デジタルキマイラの制作②　【Ｓ】

・戸祭森彦（1年），Chelonus inanitus の寄主発見行動の観察　【Ｃ】
・村山拓未（1年），Thermosipho globiformans の大球体形成のための培養方法の確立　【奨励】
・上原明菜（1年），ラン藻の光合成電子伝達活性の測定を目指した遅延発光パターンの解析　【奨励】
・内海邑（2年），完全変態類の各目間における蛹の比較解剖学的研究　【奨励】
・小長谷達郎（2年），シロチョウ類の野外個体群における雄の日齢と交尾歴の推定　【奨励】
・新井佑子（2年），細胞性粘菌のDictyostelium属とPolysphondylium属の形態形成能の比較　【Ｂ】
・恩田美紀（2年），線虫Caenorhabditis elegansをモデル系とした個体の成熟化に関わる遺伝子の機能解析　【奨励】
・曽根薫（2年），バクテリア２-ハイブリッド法を用いたラン藻のシグナル検知伝達因子の相互作用の解析①　【奨励】
・曽根薫（2年），バクテリア２-ハイブリッド法を用いたラン藻のシグナル検知伝達因子の相互作用の解析②　【奨励】
・須黒達巳（3年），南西諸島におけるEvarcha 属ハエトリグモの分類学的研究①　【奨励】
・須黒達巳（3年），南西諸島におけるEvarcha 属ハエトリグモの分類学的研究②　【奨励】
・伊藤史紘（3年），光化学系 II 複合体機能未知タンパク質の機能および相互作用解析　【Ｓ】
・沼尻侑子（3年），カイコ突然変異体の筋収縮誘導メカニズム　【Ｂ】

・ 町洋祐（1年），微生物燃料電池における導電性粉体の利用①　【Ｃ】
・ 町洋祐（1年），微生物燃料電池における導電性粉体の利用②　【Ｃ】
・藤森祥平（3年），ネジバナ由来の菌 Rhizoctonia sp. が持つノシバZoysia japonica の発芽促進因子の解明　【Ｃ】
・青木瑞代（3年），養液土耕栽培によるブルーベリーの周年栽培化に適した品種の解明　【奨励】
・佐藤未来（3年），ブルーベリーの周年栽培への挑戦と最適土壌の発見　【奨励】

生
命
環
境
学
群

　11
件

生物学類　9件

生物資源学類
2件

理
工
学
群

　4
件

物理学類　1件

応用理工学類（第三
学群工学基礎学類）
1件

工学システム学類
2件

情
報
学
群

　7
件

情報科学類　4件

情報メディア創成学
類　3件

生
命
環
境
学
群

　18
件

生物学類　13件

生物資源学類　5件

■ 平成21年度　22件

■ 平成22年度　28件
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・桐原崇亘（3年），数値シミュレーションによるアンドロメダ銀河における銀河衝突の解析　【奨励】
・笹部祐司（3年），数値計算による銀河進化の探究解明　【奨励】

・猪股　悟（2年），シキミ酸の全合成へむけての段階的研究①　【奨励】
・猪股　悟（2年），シキミ酸の全合成へむけての段階的研究②　【Ｃ】

・岡崎仁美（1年），橋の構造力学の研究 - 組み立て橋作製へ向けて -　【奨励】
・西田惇（1年），低価格筋電位アプリケーションに応用可能なインターフェイスの開発　【Ｃ】

・井上尚（3年），現実空間上のデザインに於ける仮説・検証のサイクルの考察　【Ｂ】

・浦野幸（2年），コンポジション要因が人に与える印象の定量的評価　【奨励】
・浦野幸（2年），西洋絵画における構図のクラスタリングに関する一考察　【Ｃ】

・堀智彰（3年），Web空間と現実空間とのインタラクション：レーザと音声を用いたフィードバックに関する研究　【Ｂ】

・小嶋一輝（1年），アカマタの地理的変異の研究　【Ａ】
・長澤亮（1年），外来種アカボシゴマダラと寄生蜂に関する研究　【Ｂ】
・大沢和広（2年），微生物由来微小管阻害剤 Plinabulin の結合部位同定　【Ｃ】
・藏滿司夢（3年），オトシブミ亜科昆虫とその卵寄生蜂類の種間関係　【Ｂ】
・新井佑子（3年），細胞性粘菌Acytostelium subglobosumとVariovorax sp の相互作用について　【Ｂ】
・市川美沙紀（3年），初期の撹乱程度が植生に及ぼす影響　【Ｃ】
・島田悟（3年），Terpendole Eによる分裂期キネシンKSP 特異的阻害機構の解析　【Ｃ】
・本多隆利（3年），ショウジョウバエを用いたヒト精神疾患の遺伝学的研究（３）　【Ｂ】
・小長谷達郎（3年），キタキチョウの雄の季節的二型とその繁殖戦略に関する研究　【Ｂ】
・新妻耕太（3年），免疫受容体に対する特異的モノクローナル抗体の作製　【Ｃ】

・ 町洋祐（2年），微生物燃料電池における特異的な物質動態の解析と応用　【Ａ】
・徐昊 （G30　2年），生体外および生体内におけるトウトウ草の抽出物の抗糖尿病効果の解明　【Ａ】
・陸偉哲（G30　2年），難分解性有機性廃棄物の光触媒処理による高効率バイオエネルギーの生産に関する研究　【Ｂ】

・菊池輝海（3年），三宅島における溶岩流上の微地形と先駆種の実生定着について　【Ｃ】

・池渕未来（1年），整数論　【Ｃ】

・山本敬太（1年），２次元、３次元の量子カオス系の測定　【Ｃ】
・寺門明紘（2年），量子ビームを用いた、原子核構造からみる宇宙元素合成の研究　　【Ｃ】

・細井舜（1年），走査型トンネル顕微鏡内の回路の製作　【Ｂ】
・柳弘太（2年），走査型トンネル顕微鏡の制作とその性能評価　【Ｂ】
・吉澤俊祐（2年），インターカレートグラファイトの作製とインターカレートの度合の制御に関する研究　【Ｂ】
・榎本詢子（3年），細胞遊走試験のための微細加工チップデバイス　【Ａ】

・西田惇（2年），リアルタイム・ベクタグラフィクス共同編集ソフトウェアの制作と配布　【Ｃ】
・角間孝一（3年），圧電トランスデューサから固体に入射される弾性波の波動伝搬の解析　【Ｃ】
・藤井郁香（3年），円筒形水琴窟の高さと底面直径の比率変化に対する水琴音の音響的特性に関する研究　【Ｃ】

・浦野幸（3年），クッション材による梱包デバイスの開発　【Ｓ】

理
工
学
群

　6
件

物理学類　2件

化学類　2件

工学システム学類
2件

情報科学類　1件

情報メディア創成学
類　2件

知識情報・図書館
学類　1件

生
命
環
境
学
群

　14
件

生物学類　10件

生物資源学類 3 件

地球学類　1件

理
工
学
群

　10
件

数学類　1件

物理学類　2件

応用理工学類 4 件

工学システム学類
3件

情
報
学
群

1
件 情報メディア創成

学類　1件

情
報
学
群

　4
件

■ 平成23年度　25件
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・丹野晶博（1年），クリプト藻のセレン要求性の解明　【B】
・髙橋玄（2年），アメンボ・ヒメアメンボの個体群組成　【C】
・戸嶋知春（2年），幼少期の匂い体験が成長後に与える心理効果　【C】
・岡崎拓未（2年），静岡県下田沖における植物プランクトン群集組成の動態　【C】
・大沢和広（3年），微生物由来微小管阻害剤 Plinabulin の結合部位同定　【B】
・遠藤智之（3年），ユビキチンリガーゼCul3-KLHL7 複合体がユビキチン化する基質の探索　【C】
・戸祭森彦（3年），Chelonus inanitus の産卵時におけるマーキング行動解析　【B】

・武井瞳（1年），イネ品種NERICAの耐乾性および耐塩性に関する研究　【B】
・郡司理紗子（1年），環境中からの新奇微生物の取得と微生物燃料電池への適用　【C】
・小柳津延予（1年），保存環境の制御に基づく果実の高品位貯蔵法の開発と評価　【C】
・谷口未峰（1年），果実の高品位貯蔵法の導入による経済効果の推測　【C】
・守屋恵美（1年），ヌートリアの四肢長骨における骨端閉鎖順序について　【C】
・高橋昌宏（1年），高等植物における環境ストレス耐性の強化　【B】
・李其育（G30 2 年），Sulf1/ Sulf2 遺伝子タッブルノックアウトの皮質脊髄路発生に対する影響の生後マウスにおける解析【C】
・陳碩也（G30 2 年），二胡共鳴胴材料の振動特性の解明および持続可能な代替材料の開発　【C】
・徐照（G30 2 年），線虫を用いた老化に伴う代謝産物の定量解析　【C】
・徐昊 （G30 3 年），妊娠高血圧マウスのカルシウム拮抗剤による病態改善効果の検討　【A】
・ 町洋祐（3年），微生物燃料電池に基づく微生物電気化学系の広汎的応用技術の開発　【S】
・坂東侑哉（3年），マメ科植物ムクナ由来の神経保護様作用物質の探索　【C】
・三浦一輝（3年），埼玉県の農業用水路におけるイシガイ科二枚貝の寄生宿主と分布規定要因　【B】

・三輪圭吾（1年），LAS の自浄作用における分解　【B】

・飯田美幸（1年），可視光でみた双極子状惑星状星雲の起源　【B】
・藤本和馬（1年），一般的な体の上に定義された微積分の性質と物理学への応用の研究　【C】
・山本敬太（2年），量子ドットを介しての量子輸送と量子エンタングルメント　【C】
・寺門明紘（3年），量子ビームを用いた、原子核構造から見る宇宙元素合成の研究　【C】
・結城文香（3年），ダークマターハローの質量分布に関する研究　【C】

・薄葉純一（1年），1,3,5,7- テトラアザクバンの全合成　【B】
・大久保絢夏（2年），BZ反応における振動の復活とそのメカニズムの解明　【B】

・細井舜・愛敬雄介・山本淳司（2年），走査型トンネル顕微鏡内の回路の製作　【B】
・粟飯原有輝（2年），プレーナー型の微細化MOS型シリコントランジスタ中の結晶欠陥の評価　【C】
・小田弦之介（3年），CUDAによるプラズマ2流体不安定性シミュレーションおよび可視化　【C】

・杉浦光（1年），鋤先星汰（2年），進林昂太（1年），睡眠中の外的刺激によるREM/nREM睡眠周期の変化の観測　【B】
・加藤由幹（3年），エマルジョン燃料で動作するジェットエンジンの製作　【B】
・中澤有理（3年），電気インピーダンス法を用いる頭髪の含水率測定に関する研究　【C】
・坂井琢人（3年），仮想逆音源法を用いる低レベル音源探査に関する研究　【C】
・綿引壮真（3年），パラフォイルを用いた自律誘導制御に関する研究　【C】

・坂口和彦（2年），計算の状態を見ながらプログラミングできるプログラム導出システム　【C】

・村松陽太郎（1年），集中制御ディスプレイにおけるわかりやすい制御装置配列とは何か　【C】
・尾崎嘉彦（2年），群知能を用いた空間文書管理アルゴリズムの開発　【C】

生
命
環
境
学
群

　21
件

生物学類　7件

生物資源学類
13件

地球学類　1件

理
工
学
群

　15
件

物理学類　5件

化学類　2件

応用理工学類 3 件

工学システム学類
5件

情
報
学
群

　3
件

情報科学類　1件

情報メディア創成
学類 2件

■ 平成24年度　39件
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・川邉貴英（3年），日本語文黙読時における音韻変換の有無と事象関連電位の相関性について　【B】
・桜木真理子（3年），ハンセン病療養所入所者の生活史と「語り」：栗生楽泉園の事例から　【C】
・辻本侑生（3年），津波常習地における集落移動と地域変化に関する歴史地理学的研究　【B】

・井戸川直人（1年），トゲアリ,Polyrhachis lamellidens, の生息数減少を引き起こす要因の解明　【B】
・矢野更紗（1年），リターの分解段階及び植物相とササラダニ群集の相互関係の解明　【B】
・丹野晶博（2年），クリプト藻類におけるセレン有無での代謝の変化　【B】
・MAEZONO SAKURA ERI BAUTISTA（G30 2 年），ヒトメラニン細胞における酸化ストレスを抑制するカフェ酸およびカフェ
酸誘導体の探索　【C】
・髙橋玄（3年），ナミアメンボの性成熟　【B】
・森田陸離（3年），異種の分裂酵母を利用した細胞質分裂の分子基盤の多様化の理解を目指した研究　【C】
・井村英輔（3年），キイロショウジョウバエの PPR ドメイン遺伝子の生体内機能の解明　【C】
・岡崎拓未（3年），静岡県下田沖における植物プランクトン群集組成の動態　【C】

・守屋恵美（2年），ヌートリアの四肢長骨における骨端閉鎖順序について　【B】
・阿部友亮（2年），低圧環境における樹木発根実験の計画 -マメザクラ (Prunus incisa）の挿し木を用いた検討　【C】
・徐照（G30 3 年），線虫におけるメチオニン回路代謝産物の定量とヒストンメチル化の解析　【B】
・李其育（G30 3 年），光および熱遺伝学によるショウジョウバエ幼虫における嗅覚連合記憶の解析　【B】

・木下貴裕・田中基成（1年），遠洋性粘土岩に地震性すべりの痕跡を探る　【B】
・小川万尋（1年），RFIDタグを用いた砂粒子の移動プロセス　【C】
・川添航（1年），首都圏新都市鉄道開業に伴う筑波山観光地の景観・経済的な変化　【C】

・出口裕佳（1年），粒子線治療における体内元素の放射化とその影響に関する研究　【B】
・吉田英隆（1年），陽子線治療の治療計画に特化されたユーザーインターフェイスの研究　【C】
・武田潤（1年），BNCTの即発γ線検出器における位置検出非線形性の補正マップ作製と検証　【C】

・薄葉純一（2年），1,3,5,7- テトラアザクバンの全合成　【B】

・PARK JIN SU（1年），発展途上国のための自然エネルギーのみで作動する淡水化装置の開発　【奨励】
・山田慶春（2年），非線形分光イメージングを用いた生細胞内における活性酸素の可視化　【B】
・粟飯原有輝（3年），プレーナー型の微細化MOS型シリコントランジスタ中の結晶欠陥の評価　【B】

・河原圭佑（2年），力覚提示を用いた視覚障害者補助デバイスの開発　【C】

・桐井祐樹・田野井優斗（2年），P2Pネットワークを用いた分散ストレージの開発 　【C】
・坂口和彦（3年），System F の形式化とその強正規化定理の構成的証明　【A】
・薄井千春（3年），形式化された量子計算とそれによる物理系の表現　【C】

・青木海（2年），単純モデルによるリアルタイム音楽的コミュニケーションメカニズムの調査　【C】

人
文
・
文
化

学
群

　3
件

人文学類　3件

生
命
環
境
学
群

　15
件

生物学類　8件

生物資源学類 4 件

地球学類　3件

理
工
学
群

　8
件

物理学類　3件

化学類　1件

応用理工学類 3 件

工学システム学類
1件

情
報
学
群

　4
件

情報科学類　3件

情報メディア創成学
類　1件

■ 平成25年度　30件



60分 5分 5分
上野駅 荒川沖駅 土浦駅ひたち野うしく駅

45分（快速）
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約10分

秋葉原駅 つくば駅
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65分

東京
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桜・土浦I.C.常磐自動車道

東大通り

第三エリア前 筑波大学中央

筑波大学中央行バス

バス

●JR常磐線

●つくばエクスプレス

東京駅八重洲南口
●高速バス（つくばセンター行 or 筑波大学中央行）

●自動車
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ロゴの表示板が目印です。
職員が在室中はドアのカギが開いています。
ドアノブを回す方向に注意して開けてください。

3D棟

階段

階段

EV

W
C
W
C

入口

3B213
プレゼン
ルーム

3B201
ギャラリー

3B205
研究交流室

3B202

3B203

3B204

3B210

3B214

。
だささ

B21
ゼン

3B201

筑波大学　研究交流室（第三エリア　３Ｂ棟２階　３Ｂ２０５室）
〒305-8573　茨城県つくば市天王台1-1-1 　TEL/FAX 029-853-8284

アクセス
●つくばエクスプレスにて秋葉原駅からつ
くば駅まで最速45分。 
　つくばセンターから「筑波大学中央行き」 
　バス、または「筑波大学循環バス（右回り）」
で「第三エリア前」まで約10分。左回りで
も行けますがやや遠回りになります。
 
●JR常磐線にて上野駅、あるいは水戸駅か
らひたち野うしく駅、荒川沖駅、あるいは
土浦駅まで約1時間。ひたち野うしく駅東
口、荒川沖駅西口、あるいは土浦駅西口か
らそれぞれ「筑波大学中央行き」バスで
「第三エリア前」まで約40分。なお直行バ
スがない場合は、「つくばセンター行き」
バスで「つくばセンター」下車、「筑波大学
循環バス（右回り）」で「第三エリア前」下
車。 

●東京駅八重洲南口から「筑波大学行き」高
速バス、「つくばセンター行き」高速バスに
て「つくばセンター」下車（約65分）。つく
ばセンターから「筑波大学中央行き」バ
ス、 「筑波大学循環バス（右回り）」にて
「第三エリア前」下車（約10分）。または、東
京駅八重洲南口から「筑波大学行き」高速
バスにて「大学会館」下車（約75分）。「第
三エリア前」まで徒歩（約5分）。

オフィスアワー

E-mail: ARE@un.tsukuba.ac.jp

月～金　10：00－18：00
研究テーマの探し方、研究計画書の書き方などについて、詳しく説明を聞きたい場合は、
事前に下記のアドレスまでメールにて所属・氏名・希望日時をご連絡ください。
担当教員から折り返しご連絡します。

先導的研究者体験プログラムWEBサイト
URL：http://www.esys.tsukuba.ac.jp/AC/RS/

先導的研究者体験プログラム



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


